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第５次地域管理経営計画書（加古川森林計画区の）変更について

国有林野管理経営規程第６条第９項に基づき、地域管理経営計画の一部を次のように変更します。

【変更事由】

平成30年12月策定の「国有林の管理経営に関する基本計画」を踏まえ、以下の点について計画事

項の一部を変更します。

① 公益重視の管理経営の推進

・自然条件・社会的条件を考慮した主伐箇所の選定、路網の計画的な整備に関する記述を追加。

・流木対策及び７月豪雨を踏まえた治山事業の推進について記載。

② 林業成長産業化に向けた貢献

・成長に優れた苗木やICT等の先端技術の活用に関する記述を追加。

・工程管理の方法や改善等生産性向上に効果的な手法の普及・定着への取組について記載。

・意欲と能力のある林業経営者の受注機会拡大への配慮について記載。

・都道府県と連携した市町村の森林・林業行政等に対する技術支援への取組について記載。

・森林共同施業団地における路網や土場の共同利用、民有林材との協調出荷等への取組につ

いて記載。

③ 国民の森林としての管理経営・地域振興

・国民に対する情報受発信に関する事項を追加。

④ その他

・森林環境教育の推進、森林の整備・保全等への国民参加について記載内容を整理。

・林業技術の開発、指導及び普及に関する事項について記載内容を整理。

・効率的・効果的なシカ捕獲技術等の普及に関する記述を追加。

・森林整備を行うための間伐計画及び「遊々の森」の設定を行ったことから関係項目を変更

します。
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はじめに

国有林野事業は、①国土の保全その他の公益的機能の維持増進、②林産物の持続的かつ計画的な

供給、③国有林野の活用による地域産業の振興又は住民福祉の向上への寄与を目標とし、森林・林

業や国有林野事業に対する国民の多様な要請と期待を踏まえつつ、国民共通の財産である国有林野

を名実ともに「国民の森林」とするよう、公益重視の管理経営を一層推進するとともに、その組織
も り

・技術力・資源を活用して林業の成長産業化の実現に向け貢献するための取組を進めていきます。

本計画は、これらを踏まえ、「国有林野の管理経営に関する法律」に基づいて、あらかじめ国民

の皆様からの意見を頂いた上で、国有林野の管理経営に関する基本的な事項、維持及び保存に関す

する事項、国民参加による森林の整備に関する事項等を明らかにした、平成29年４月１日から

令和４年３月31日までを計画期間とする計画です。

今後、この計画に基づいて国民の皆様の理解と協力を得ながら、加古川森林計画区における国

有林野の管理経営を行います。

１ 国有林野の管理経営に関する基本的な事項

当森林管理局管内の国有林野は、奥地脊梁地帯から中山間、都市近郊に広く所在しており、

その適切な管理経営を通じて、国土の保全その他の公益的機能の高度発揮に重要な役割を果た

しています。

このような中、森林に対する国民の要請は、国土の保全や水源の涵養に加え、地球温暖化の
かん

防止、生物多様性の保全、森林環境教育の推進、森林とのふれあいや国民参加の森林づくり等、
も り

公益的機能の発揮に重点を置きつつさらに多様化してきました。

こうしたことを踏まえ、国有林野事業では、公益重視の管理経営の一層の推進を旨とする方

針の下、国民の多様な要請や国際的な動向に適切に対応するため、以下を基本として国有林野

の適切な管理経営を行います。

(1) 国有林野の管理経営の基本方針

国有林野の管理経営に当たっては、管理経営基本計画に即して、かつ、国有林の地域別

の森林計画と調和して、個々の国有林野を重点的に発揮させるべき機能によって次表のと

おり類型化し、それぞれの機能類型区分ごとに公益的機能の維持増進を旨とした管理経営

を行います。

森林の取扱いについては、林木だけでなく下層植生や動物相、表土の保全等を通じて森

林生態系全般に着目して公益的機能の向上に配慮します。

また、国有林野事業の持つ組織・技術力等を活用し、民有林への指導やサポート等を行

うなど我が国の林業の成長産業化への貢献に努めます。
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機 能 類 型 対象とする国有林野

災害に強い国土基盤を形成する観点から、山地災害防止及び土壌

山地災害防止タイプ 保全機能、風害、霧害等の気象災害を防止する機能の発揮を第一

とすべき国有林野

生物多様性の保全を図る観点から、原生的な森林生態系や希少な

自 然 維 持 タ イ プ 生物の生育・生息する森林など属地的な生物多様性保全機能の発

揮を第一とすべき国有林野

国民に憩いと学びの場を提供したり、豊かな自然景観や歴史的風

森林空間利用タイプ 致を構成したりする観点から、保健、レクリエーション、文化機

能の発揮を第一とすべき国有林野

騒音や粉塵等から地域の快適な生活環境を保全する観点から、快
快適環境形成タイプ 適環境形成機能の発揮を第一とすべき国有林野

良質な水の安定供給を確保する観点から、水源涵養機能を全ての
かん

水 源 涵 養 タ イ プ 国有林野において発揮が期待される基礎的な機能と位置づけ、上
かん

記のタイプに掲げるものを除く全ての国有林野

また、災害に強い国土基盤の形成や良質な水の安定的供給の確保、地球温暖化防止、生

物多様性の保全、自然再生、国民と森林とのふれあいの場の提供、森林景観の保全、花粉

発生源対策の推進、鳥獣被害対策等の観点を重視した管理経営を推進します。

エ 政策課題への対応

民有林関係者等と連携して推進する森林の流域管理システムの下、国土の保全や水源涵
かん

養等の公益的機能の維持増進、林業の成長産業化、森林環境教育や森林とのふれあい、

国民参加の森林づくりの推進、地球温暖化防止や生物多様性の保全などの政策課題に対
も り

応していきます。

とりわけ、本計画区においては、災害からの流域の保全や地球温暖化防止、貴重な森

林の保全、木材の安定的な供給等地域から求められる国有林野事業への期待に応えてい

くため、次のとおり計画区内での主な個別政策課題へ対応していくことを目標とします。
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視 点 主 な 取 組 目 標

安全・安心 【人家等近郊】
人家等保全対象に接近する山地災害の危険がある箇所について、治山

施設の設置等の事業を実施します。

【水源涵養機能の維持】
かん

水源涵養機能の維持を図るため、水源涵養タイプを対象に森林整備を
かん かん

実施します。

共 生 【ふれあい】
学校等と連携した森林環境教育を実施します。

【貴重な森林の保全・整備】
保護林において継続的なモニタリングを行い保全措置を実施します。

循 環 【木材の供給】
循環型社会の構築のためカーボンニュートラルな資源である木材を計

画的に供給します。
【森林資源の適切な整備】
森林整備を計画的に実施するとともに、低コストで効率的な森林整備

を行うための路網の整備を実施します。

地球温暖化防止 育成林を対象に間伐等の森林整備を計画的に実施します。
また、人工林の高齢級化に伴う二酸化炭素の吸収量の低下や資源の成

熟に伴い、主伐・再造林による若返りを実施します。

(3) 森林の流域管理システムの下での森林・林業再生に向けた貢献に必要な事項

森林の整備等を着実かつ適切に進めていくためには、流域（森林計画区）を単位として、

民有林関係者等と連携して推進する森林の流域管理システムの下で、流域の課題やニーズ

の的確な把握、森林計画等の策定のための意見調整、林業事業体の育成等を推進すること

が重要です。

このため、森林計画の策定及び同計画に基づく各種事業の実施に当たっては、流域森林

・林業活性化協議会等の場を通じ、府県、市町村等との密接な連携を図りながら、我が国の林

業の成長産業化に貢献していくため、民有林に係る施策との一体的な推進を図りつつ、組

織・技術力・資源を活用し、民有林の経営に対する支援等に積極的に取り組みます。

具体的には、流域内で優先的に取り組むべき課題を整理し、府県、市町村、地域住民等

の要望を踏まえ、以下の取組について国有林野事業が率先して行う取組内容等を年度毎に

整理のうえ取り組むこととします。

また、民有林における森林経営管理制度が円滑に機能するよう努めます。

ア 低コスト化を実現する施業モデルの展開と普及

府県、市町村、林業事業体等と連携し、地域ごとの傾斜等の地形条件や資源の状況の

違いに対応した機械の組合せと生産性を検証し、効率性の高い作業システムの構築を図

るとともに、高性能林業機械研修会等を開催し、民有林における普及・定着に努めます。

また、工程管理の方法や改善等生産性向上に効果的な手法の普及・定着に取り組みます。

イ 林業事業体の育成

林業事業体の施業提案や集約化の能力向上、技術者の育成を支援するため、民有林関
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係者及び関係機関と連携して、森林共同施業団地の設定等による事業量の確保、各府県

における評価の仕組みの活用、市町村単位での将来事業量の対外的明示、総合評価落札

方式や事業成績評定制度の活用を図るとともに、民有林における人材育成対策へのフィ

ールドの提供や林業事業体の実施する研修等への講師派遣等の技術的支援、労働安全対

策に配慮した事業実行の指導などに取り組みます。

併せて、森林経営管理制度の定着に向けては、民有林において事業を実施する意欲と

能力のある林業経営者の育成が重要であることから、国有林野事業に係る事業を委託す

る場合にはこうした林業経営者の受注機会の拡大に配慮します。また、国有林の多様な

立地を活かし、事業の実施やニーズを踏まえた現地検討会の開催、先駆的な技術の実証

等を通じた林業経営者の育成に取り組みます。

ウ 民有林と連携した施業の推進

地域における施業集約化の取組を支援するため、民有林と連携することで事業の効率

化や森林経営管理制度の導入に資する区域については、森林整備協定を締結するととも

に森林共同施業団地を設定し、民有林と連結した路網の整備と相互利用の推進、民有林

と協調を図りつつ計画的な間伐等や現地検討会等を通じた民有林への森林・林業技術の

普及に取り組みます。

また、森林共同施業団地等においては、国産材の安定供給体制構築に資するよう路網

や土場の共同利用や民有林材との協調出荷等に取り組みます。

特に民有林との連携が期待できる地域では、国有林に隣接する民有林への接続も考慮

した路網の線形及びアクセスポイントの検討を行います。

エ 森林・林業技術者等の育成

市町村行政の支援等のため、森林総合監理士（フォレスター）等を系統的に育成して

きたところであり、引き続き、必要な技術者の育成に取り組みます。併せて、森林経営

管理制度が導入されたことを踏まえ、公的管理を行う森林の取扱い手法の普及など、引

き続き、府県と連携して市町村の森林・林業行政等に対する技術支援に取り組みます。

また、事業の発注や国有林野の多種多様なフィールドの提供等を通じて民有林の人材

育成を支援するほか、大学や林業大学校等関係機関と連携した取組に努めます。

オ 林業の低コスト化等に向けた技術開発

民有林における公的管理や林業経営への普及を念頭に置き、早生樹等の成長に優れた

苗木の活用等による低コスト造林技術やＩＣＴ（情報通信技術）等の先端技術を活用し

た効率的な森林管理・木材生産手法の開発・実証、林業の低コスト化に向けた情報交換

会や現地検討会の開催、情報発信等に関係機関と連携して取り組みます。

カ その他

その他の流域管理システムの下での林業の成長産業化への貢献に必要な取組としては、

① 計画的な木材供給の推進として、システム販売等の実施による木材の安定供給体

制の整備、伐採予定箇所等木材の需給に関する情報の提供、間伐材等の木質バイオ

マス資源への需要拡大に資する取組等、

② 安全・安心への取組として、民有林と国有林が連携した森林保全事業（治山工事、
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保安林整備等）、地域住民への防災情報等の発信、治山技術の普及・啓発、治山連絡

会議等の開催、ハザードマップの調整等、

③ 生物多様性保全に配慮した取組として、モニタリング調査や検討会、針広混交林

化等の森林整備、ニホンジカ等に対する鳥獣被害対策の実施等、

④ 上下流の連携強化のための下流域の住民等に対する情報提供や林業体験活動等と

して、教育機関、地元ボランティア、森林インストラクター等と連携した森林環境

教育、ＮＰＯ、ボランティア団体等の自主的な森林整備へのフィールドの提供や技

術支援等、

に取り組みます。

(4) 主要事業の実施に関する事項

ア 基本的な考え方

森林の整備に当たっては、機能類型区分毎に目標とする森林への誘導に必要な森林施

業を的確に実施します。

主伐及び更新については、伐採適期を迎えた高齢級のスギ、ヒノキ人工林が年々増加

する中、主伐の実施に際しては、自然条件や社会的条件を考慮して実施箇所を選定する

とともに、造林コストや花粉の少ない森林への転換、鳥獣被害等に配慮しつつ、主伐後

の着実な再造林を推進します。なお、伐採と造林の一貫作業システムの導入に努めます。

また、近年、ニホンジカ等による造林木への被害が拡大していることから、必要に応

じて、防護柵の設置などの被害対策を的確に実施します。

間伐や保育については、健全な森林の育成による二酸化炭素の吸収目標の達成及び多

様な森林への誘導を図るため、森林施業の効率化・低コスト化を推進するための技術の

普及及び定着に留意しながら、適切に実施します。

林道等の路網については、林産物の搬出、森林の育成のみではなく、適切な保全管理

等を効率的に行うため、森林の公益的機能が高度に発揮されるよう施業方法に応じて、自然

・社会的条件を考慮しつつ、計画的に整備します。

イ 主要事業の総量

本計画期間において、機能類型区分に応じた施業管理を行うために必要な伐採、更新、

保育、林道の事業総量は以下のとおりです。
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(ｱ) 伐採総量
(単位：材積 ㎥、面積 ha)

区 分 主 伐 間 伐 計

(66)
山地災害防止タイプ

－ 5,196 5,196

自 然 維 持 タ イ プ
－ － －

(43)
森林空間利用タイプ

1,038 3,019 4,057

(5)
快適環境形成タイプ

－ 297 297

(254)
水 源 涵 養 タ イ プ

6,580 23,827 30,407

(369) 〔3,000〕
計

7,618 32,339 39,957

注：１ （ ）は、間伐面積。
２ 〔 〕は外書で、搬出等に伴う支障木、松くい虫の被害木等の伐採箇所があらかじめ特定で
きない臨時的な伐採量。

３ 保護林周辺林分については、皆伐を行わない。
４ 四捨五入により内訳と計が合わないことがある。

(5) その他必要な事項

ア 治山事業は、「森林整備保全事業計画」に基づき、民有林治山事業との有機的連携の下

に、自然環境の保全に配慮した計画的な実施に努めます。特に、平成29年７月に発生し

た九州北部豪雨を受けた総合的な流木対策や、平成30年７月豪雨等近年の大規模災害の

発生を踏まえた治山事業を推進します。

また、大規模な山地災害発生時には、専門技術を有した職員の現地への派遣に加え、

国有林防災ボランティアの協力も得つつ、民有林への支援も含めた迅速な災害対策、二

次災害防止対策を講じます。

本計画では、災害に強い安全な国土づくりとして、水源涵養機能の高度発揮、安全で
かん

良好な生活環境の保全・形成に対処するため、保安施設及び保安林の整備を計画します。

２ 国有林野の維持及び保存に関する事項

(1) 巡視に関する事項

山火事、森林病虫害、鳥獣被害、廃棄物の不法投棄等の森林被害の防止、保安林の適切

な管理等森林の保全管理のため、森林の巡視、標識の設置、適切な防除対策の実施等に努

めるとともに、境界の保全等による国有財産としての管理を適切に実施します。

特に自然環境の保全に留意が必要な箇所については、啓発のための標識を設置する等に

よりその周知に努めます。

また、森林の保全管理に当たっては、地元住民、地方自治体、ボランティア等との協力

・連携を図るとともに、入林者への山火事や不法投棄の防止意識の啓発等に努めます。
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ア 山火事防止等の森林保全巡視

本計画区には、瀬戸内海国立公園等の自然公園や自然景観に優れ森林浴や自然観察な

どに適した森林があり、観光及びレクリエーションのための入林者が多く見られます。

特に、春季と秋季の乾燥期には利用者の増加と相まって山火事発生の危険性が増大しま

す。また、近年廃棄物の不法投棄が増加しています。

このため、地元市町村、消防団及び地元住民等との連携を密にして、山火事防止、廃

棄物の不法投棄防止の宣伝・啓発活動を行い、国民共通の財産であるとともに地域の人

達の生活空間としての役割を持つ国有林野の森林保全巡視を強化し、山火事防止・廃棄

物の不法投棄防止・貴重な動植物の保護等森林の保全管理に努めます。

(3) 特に保護を図るべき森林に関する事項

ア 保護林

我が国の気候帯または森林帯を代表する原生的な天然林や地域固有の生物群集を有す

る森林、希少な野生生物の生育・生息に必要な森林を保護林として設定し、森林生態系

からなる自然環境の維持、野生生物の保護、遺伝資源の保護、森林施業・管理技術の発

展、学術の研究等に資することを目的として保護・管理を行います。

本計画区には、希少個体群保護林を設定しており、モニタリング調査を通じた適切な

保護管理に努めるとともに、大学や研究機関へ学術研究のフィールドとして提供するな

ど、積極的な情報提供に努めます。

立ち入りが可能な区域においては、学習の場等として多くの国民が利用できるよう歩

道の整備に努めるほか森林生態系に関する知識の普及啓発に努めます。

入林者の影響等が生じるおそれのある箇所については、地域の関係者等と利用ルール

の確立等について協議し適切に対処します。

また、その内容等について地域外の者にも広く理解されるようホームページの活用・

工夫を図ります。

(4) その他必要な事項

イ ニホンジカ等の被害対策

国有林の地域別の森林計画に定める鳥獣害防止森林区域については、防護柵の設置若

しくは維持管理、幼齢木保護具の設置、剥皮防止帯の設置、現地調査等による森林のモ

ニタリングの実施等の植栽木の保護措置又はわな捕獲（囲いわな、くくりわな、箱わな

等によるものをいう。）、誘引狙撃等の銃器による捕獲等による鳥獣害防止対策を推進し

ます。

また、関係機関と連携して効率的・効果的な捕獲技術等のシカ被害対策の普及に取り

組みます。

なお、兵庫県が策定した「第二種特定鳥獣管理計画（シカ管理計画）」に基づき実施

される個体数調整等に協力するとともに、県、市町村及び鳥獣被害対策協議会等と連携

を図りつつ被害対策に取り組みます。
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３ 林産物の供給に関する事項

(1) 木材の安定的な取引関係の確立に関する事項

ア 木材の供給

木材の供給に当たっては、列状間伐、路網、高性能林業機械の３つを組み合わせた低

コストで効率的な間伐を推進し、多様で健全な森林整備を通じて生産される木材の計画

的な供給に努めます。

また、間伐の生産性向上を図るとともに、地域の川上・川中・川下の関係者との連携

を強化し、需要者のニーズに対応した国産材の安定供給体制の整備を推進します。

さらに、人工林資源の成熟に伴い主伐を推進することにより、木材供給量が増加する

ことを踏まえ、国産材の利用が低位な分野での需要開拓やニーズに応じた安定供給体制

の構築等に貢献するものとなるよう効果的な供給に努めるとともに、伐採・搬出方法に

ついても、路網、架線、高性能林業機械の組合せにより、林地保全に十分配慮した伐採

搬出に努めます。

４ 国有林野の活用に関する事項

(1) 国有林野の活用の推進方針

ア 国有林野の活用の適切な推進

国有林野の活用に当たっては、その所在する地域の社会的・経済的状況、住民の意向

等を考慮しつつ、

① 地域における産業の振興、

② 住民の福祉の向上、

③ 都市と農山漁村の交流の促進

による地域社会の活性化に資するよう取り組みます。

イ 公衆の保健のための活用の推進

公益重視の管理経営の一層の推進を旨とする方針の下で、自然景観が優れ、森林浴や

自然観察、野外スポーツ等への利用が期待される「森林空間利用タイプ」の森林のうち、

国民の保健・文化・教育的利用に積極的に供することが適当と認められる国有林野を

「レクリエーションの森」として、広く国民に開かれた利用に供します。

「レクリエーションの森」のうち、宝塚自然休養林は、特に魅力的な自然景観を有する

等、観光資源としての活用の推進が期待される森林として「日本美しの森お薦め国有林」
につぽんうつく

に選定されており、管理運営協議会を中心に地域の関係者と協働・連携を図りつつ、森

林景観を活かした地域の観光資源の創出に寄与するよう、外国人旅行者を含む観光客へ

向けた情報発信や環境整備に取り組みます。

また、「レクリエーションの森」の管理経営に当たっては、民間活力を活かした施設整

備等の推進、及び地元自治体を核とした管理運営協議会の活用等やボランティア、ＮＰ

Ｏ、企業等による資金や人的な支援を誘導するサポーター制度による整備・管理を支え

る仕組みの充実等に努めます。
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なお、利用の動向及び見通しや地域関係者の意向・協力体制等から今後の利用が期待

できない箇所については、廃止を含む見直しを行います。

６ 国民の参加による森林の整備に関する事項
も り

国民参加の森林づくりを推進するため、ＮＰＯ等が行う自主的な森林整備等へのフィールド
も り

の提供や必要な技術指導を行うなど、国有林野の積極的な利用を推進します。

(1) 国民参加の森林に関する事項

ボランティア、ＮＰＯ、企業等による自主的な森林づくり活動を支援するため、協定を
も り

締結して森林づくりのフィールドを提供する「ふれあいの森」の設定に努めます。
も り

（単位：ha）

協定の種類 名 称 面積 位置（国有林・林小班）

蓮花寺山ふれあいの 5 蓮花寺山 226つ
ふれあいの森 森

東山ふれあいの森 1 東山 252そ5、そ6、ね1、ね2

(2) 分収林に関する事項

森林資源の確保に対する国民的な要請が高まっている中で、社会貢献活動としての森林
も り

づくりに自ら参加・協力したいという国民や企業等の要請に応えるため、分収林制度を活

用した住民等による水源林の造成や企業等による社会・環境貢献活動としての「法人の

森林」等の設定を行い森林整備を推進します。
も り

本計画においては、９箇所、約13haの「法人の森林」を設定しています。
も り

(3) その他必要な事項

ア 森林環境教育の推進

国有林野の豊かな森林環境を子どもたちに提供するため、学校、自治体、ＮＰＯ、森

林インストラクター、民有林関係者等多様な主体と連携しつつ、都市や農山漁村などの

立地や地域の要請に応じた森林環境教育に取り組みます。

具体的には、学校等による植林・育林等の体験活動や森林教室等の学習活動を支援す

るため、協定を締結して森林環境教育のフィールドを提供する「遊々の森」の設定に努

めます。

（単位：ha）

協定の種類 名 称 面積 位置（国有林・林小班）

遊々の森 たからっ子ゆめの森 97 北中山 266い～ち

ネイチャーマジック 10 甲山 261い、ろ
甲山の森
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イ 森林の整備・保全等への国民参加

地方公共団体、教育機関、企業等からの要請やニーズに対応するため、森林とのふれ

あいや国民参加の森林づくりを推進します。
も り

具体的には、伝統文化等の継承に貢献する森林づくり活動、企業による社会貢献活動
も り

の一環として行う森林整備活動、特定の森林・登山道の管理等の象徴的な活動を支援す

るため、協定を締結して活動のフィールドを提供する「木の文化を支える森」、「社会貢

献の森」、「多様な活動の森」の設定に努めます。

また、国民参加による森林の整備・保全等に関する情報提供、国民からの相談への対

応など、国民参加の森林づくりに関する相談窓口の活性化に努めます。
も り

（単位：ha）

協定の種類 名 称 面積 位置（国有林・林小班）

前山 0 前山 715と、ち
多様な活動の森

弁財天山 15 弁才天山 719ち、ぬ

７ その他国有林野の管理経営に関し必要な事項

(1) 林業技術の開発、指導及び普及に関する事項

技術開発目標に基づき、①林業の低コスト化に向けた造林・保育・生産技術、②公益的

機能の高度発揮を図るための森林施業及び保全技術、③効率的な森林管理及び健全な森林

の育成技術の確立に向けた技術開発を計画的に進めます。

これらの開発、改良された林業技術や施業指標林、各種試験地等で得られた成果につい

ては、現地検討会などを通じて、地域林業関係者等への普及・定着を図ります。

また、研究機関等が行う林業技術の開発及び林業機械の導入試験等へのフィールド提供

を積極的に行います。

(2) 地域の振興に関する事項

地域の振興への寄与は、地域に密着した体制で国有林野の管理経営を行う国有林野事業

において重要な使命の一つです。このため、地元自治体等への国有林野内の森林資源に関

する情報の提供、地域づくりへの積極的な参画など地元自治体等との連携の強化に努めます。

また、国有林野の保健・文化・教育的利用の推進や利活用、森林の整備、民有林材を含

めた安定供給体制の構築、地域の農林業に多大な被害を与えている野生鳥獣への対策等を

通じて、地域産業の振興、住民の福祉に寄与するよう努めます。

(3) 国有林野事業への理解と支援に向けた多様な情報受発信

開かれた「国民の森林」としての管理経営を推進するため、国民に対する情報の公開、
も り

フィールドの提供、森林・林業に関する普及啓発活動を推進します。

具体的には、国有林野事業の実施に関する情報提供や地域で開催される自然教育活動等

への協力、ホームページや広報誌による情報発信に努めます。
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‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６ レクリエーションの森の名称及び区域 ３

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８ その他必要な事項 ２

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥(2) フィールドの提供及び文化財保全への貢献 ２



第５次国有林野施業実施計画（加古川森林計画区）の変更について

国有林野管理経営規程第14条第２項に基づき、国有林野施業実施計画の一部を次のように変

更します。

【変更事由】

「「国有林野管理経営規程の運用について」等の一部改正について」（平成31年３月28日付

林国経第187号林野庁長官通知）による様式変更に伴い一部計画書を変更します。

また、森林整備を行うための間伐計画及び「遊々の森」の設定を行ったことから関係項目を

変更します。
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２ 施業群の名称並びに区域、伐期齢又は回帰年、上限伐採面積、伐採箇所ごとの伐採方法及
び伐採量並びに更新箇所ごとの更新方法及び更新量
(3) 水源涵養タイプの施業群別の上限伐採面積

かん

国有林野管理経営規程第５条第１項第３号に基づいて定める、水源涵養タイプの森林
かん

における主伐の上限伐採面積は次のとおりです。計画期間の主伐面積は、施業上類似の
取扱いをすべき林分ごとに上限伐採面積を上回って計画することはできません。

（単位：ha)

施業群分類 上限伐採面積 備 考

複層林施業 10 複層林Ⅰ群、Ⅱ群

長伐期施業 32 長伐期

通常伐期施業 4 分散伐区Ⅰ群、Ⅱ群

注1:上限伐採面積は計画期間５年分の合計面積。

注2:備考欄は施業群の細分。

Ⅰ群は過去の施業の取扱いにおいて枝打を計画した、又は実施した箇所。

Ⅱ群はⅠ群以外の箇所。

(4) 伐採総量
機能類型等別の伐採量は次のとおりです。（地域管理経営計画の１の(4)のイの(ｱ)）
なお、本表は、伐採造林計画簿で定める箇所ごとの伐採量を取りまとめたものです。

(単位：材積 ㎥、面積 ha)

林 地 林地
区 分 合 計

主 伐 間 伐 小 計 臨時伐採量 計 以外

(66.32)
山地災害防止タイプ － 5,196 5,196

自 然 維 持 タ イ プ － － －

(43.40)
森林空間利用タイプ 1,038 3,019 4,057

(5.10)
快適環境形成タイプ － 297 297

天 然 林 － 324 324
水

源 複 層 林 1,548 8,255 9,803

涵
長 伐 期 － 14,512 14,512

養

タ 分 散 伐 区 469 341 810

イ
施業群設定外 4,563 395 4,958

プ
(254.03)

小 計 6,580 23,827 30,407

(368.85)
合 計 7,618 32,339 39,957 3,000 42,957 － 42,957

(73.56)
年 平 均 1,524 6,689 8,213 600 8,813 － 8,813

注：「間伐」欄の( )は間伐面積。
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（再掲）市町村別内訳

(単位：材積 ㎥、面積 ha)

林 地 林地
区 分 合 計

主 伐 間 伐 小 計 臨時伐採量 計 以外

(15.07)
神 戸 市 － 574 574

(1.17)
西 宮 市 － 46 46

(110.34)
洲 本 市 1,548 8,627 10,175

(13.34)
加 古 川 市 － 920 920

(20.65)
三 木 市 520 1,160 1,680

(1.58)
高 砂 市 － 48 48

(69.10)
三 田 市 2,118 6,376 8,494

(91.74)
丹 波 篠 山 市 1,925 9,238 11,163

(37.93)
丹 波 市 1,038 4,807 5,845

(7.93)
加 東 市 469 543 1,012

(368.85)
合 計 7,618 32,339 39,957 3,000 42,957 － 42,957

注：１ 市町村の内訳には、臨時伐採量及び林地以外の土地に係る伐採量は含まない。

２ 「間伐」欄の( )は間伐面積。

５ 保護林及び緑の回廊の名称及び区域

(1) 保護林の名称及び区域

保護林の箇所別の詳細は次のとおりです。（地域管理経営計画の２の(3)のア）

（単位：ha)

区 分 名 称 面 積 位置（国有林・林小班） 特 徴 等 備 考

希少個体群 摩耶山天然ス 34.56 摩耶山 253い 天然スギの保護
保 護 林 ギ希少個体群

保護林

由良ウバメガ 46.21 由良 1204い ウバメガシの天然
シ遺伝資源希 分布地を保護し、
少個体群保護 林木の遺伝資源を
林 保存する

計 ２箇所 80.77
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６ レクリエーションの森の名称及び区域

レクリエーションの森の箇所別の詳細は次のとおりです。（地域管理経営計画の４の(1)のイ）
（単位：ha)

位置（国有林・林小班） 既存施設の概要
種類 名 称 面 積 選 定 理 由 備 考

及び施業方法 及び施設整備

自 宝塚自然 173.91 北中山 宝塚市のほぼ 既存施設の概要

然 休養林 265に1～に3 中 央 に 位 置 ・遊歩道、園地、

休 （自然観察 266に～ち し、山頂稜線 展望所、（国）

養 教育ゾーン） 育成複層林へ からの眺望が ・遊歩道、園地、

林 導くための施 優れ、市街地 広場（宝塚市）

業 から見る山容

も美しい。

北中山 また、中央部

265い～は (寺有地)には

266い～は 中山寺の奥の

天然生林へ導 院があり、到

くための施業 達が容易なこ

とからピクニ

北中山 ック、ハイキ

265イ～ハ ング等自然休

266イ～ニ 養の場として

林地以外 利用されてい

る。

宝塚自然 78.45 北中山

休養林 264い1～は

（森林スポ 天然生林へ導

ーツゾーン） くための施業

北中山

264イ～ト

林地以外

計 １箇所 252.36
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位置（国有林・林小班） 既存施設の概要
種類 名 称 面 積 選 定 理 由 備 考

及び施業方法 及び施設整備

野 三木山野外 188.78 三木山 ヒューマン・ 既存施設の概要

外 スポーツ地 236ろ、に グリーン・プ ・ふれあいの館、

ス 域 237い、は～へ ランにより、 駐車場、池、研

ポ 育成複層林へ 三木ホースラ 修センター、園

｜ 導くための施 ンドパークと 地、

ツ 業 して、馬術を キャンプ場(三木

地 中心としたス 市)・馬事センタ

域 三木山 ポーツ施設や ー、国際厩舎、

235い～へ2 キャンプ場、 駐車場、馬術用

236い、は、 道の駅等の施 クロスカントリ

ほ、へ 設が整備され ー（民）

237ろ ており、野外

238い、ろ 活動の拠点と

天然生林へ導 して多くの一

くための施業 般市民に利用

されている。

三木山

235イ、ロ

236イ～ニ

237イ～ホ

238イ～ロ3

林地以外

計 １箇所 188.78

合計 ２箇所 441.14

注：１ 「位置及び施業方法」欄は、主伐、間伐面積を記載。
２ 「既存施設の概要及び施設整備」欄については、「既存施設の概要」は整備された代表的な施設の
概要で（ ）は管理主体等、「施設整備」は、国が整備を行う施設整備の計画がある場合記載。
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８ その他必要な事項

(2) フィールドの提供及び文化財保全への貢献

フィールドの提供や文化財保全への貢献を目的として設定する対象地は次のとおりで
す。

対象地(国有林・林小班) 設定の目的 備 考

蓮花寺山 226つ ふれあいの森 名 称：蓮花寺山ふれあいの森
相 手 方：ボランティアグループ

「未来の家」
設定面積：5.17 ha

東山 252そ5、そ6、 ふれあいの森 名 称：東山ふれあいの森
ね1、ね2 相 手 方：森林に親しむ会

設定面積：1.39 ha

北中山 266い～ち 遊 々 の 森 名 称：たからっ子ゆめの森
相 手 方：宝塚市教育委員会
設定面積：97.84 ha

甲山 261い、ろ 遊 々 の 森 名 称：ネイチャーマジック甲山の森
相 手 方：特定非営利活動法人ネイチャー

マジック
設定面積：9.70 ha

前山 715と、ち 多様な活動の森 名 称：前山多様な活動の森
相 手 方：きすみのまちづくり協議会
設定面積：0.03 ha

弁才天山 719ち、ぬ 多様な活動の森 名 称：弁財天山多様な活動の森
相 手 方：特定非営利活動法人ひょうご森

の倶楽部
設定面積：15.37 ha

高城山 206う 法 人 の 森 林 設定年度：平成５年度
設定面積：1.42ha

高城山 206の 法 人 の 森 林 設定年度：平成５年度
設定面積：2.62ha

由良 1203た、れ 法 人 の 森 林 設定年度：平成５年度
設定面積：2.74ha

朝光山 704に 法 人 の 森 林 設定年度：平成11年度
設定面積：1.75ha

朝光山 704ち 法 人 の 森 林 設定年度：平成13年度
設定面積：0.89ha

三草山 2209ち 法 人 の 森 林 設定年度：平成14年度
設定面積：1.15ha

北山 260ち 法 人 の 森 林 設定年度：平成16年度
設定面積：1.14ha

加茂山 222に 法 人 の 森 林 設定年度：平成20年度
設定面積：0.90ha
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